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ま え が き

いままで全 く記録されていない言葉あるいは記録されていてもよくわからなかった言葉を対

象とするとき,普通二つの仕事が重要になる｡まず,その言葉の体系がどうであるかを記述す

ることと,つぎに記述された体系がそのほかの言葉,とくに系統的に近い言葉とどのような関

係をもつかを検討する,この二つである｡1)タークのリス語に関して, 私はさきに ｢リス語の

研究｣と題する一文を,本誌 5巻 2号に提出したが,本稿はそれを補うとともに,いま一つの

研究面,同系諸言語との比較研究を試みたいと思うo

Ⅰ リス語とビルマ ･ロロ話語

前稿 ｢ビス語の系統｣2'において,私は言葉の比較研究を二つの面から考察した｡まず推定し

た共通態の体系と,対象とする言葉の体系あるいは対象とする二つ以上の言葉の体系相互間を,

連続する二つ (あるいはそれ以上)の発展段階と見なして,その体系問の対応関係がどのよう

になっているかを考察した｡そして,その代表的なタイプ三つをあげた｡

タイプ1は,あとの時代の言葉の体系の一部がより古い段階の言葉の体系の一部をそのまま

受け継いでいるタイプである｡
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1) 拙稿 ｢タイ国北部の言語調査について｣『東南アジア研究』第3巻第3号(1965),とくに p･128-を
参照｡

2) 『東南アジア研究』第4巻第3号(1966).
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西田 :リス語比較研究

あとの段階の諸言語が並行 して,共通態の形式,とくに関連 した意味を分担する一対の形式

を,そのまま受け継いでいるときは,それ らの言葉相互の親近性は非常につよい｡その例とし

て,ビス語 ･アカ語 ･ビルマ語 の "ear"(も の)と "tolisten"(はたらき),"tofall"(自

動)と "todrop"(他動)をあげたが, これにあたるリス語 (およびラフ語)の形式は,つぎ

のようである｡3)

earlierstage

Lisu

"ear" "tolisten" "tofall" Htodrop"

*na2 *hna-huI *gla-htu *khla-hu

nahpoh (ndh-)nah-?ah kje-?ah khjeJah

LahuShi hahp音 nah-ve tseh-ve tsheh-ve

LahuNa nahpyo nahlltn tseh-1tu tsheh-1ul

リス語 (とラフ語)も,アカ語 ･ビス語 ･ビルマ語とよ く並行 していて,これらはいずれ も

タイプ 1の形態素 といえる｡これに対 して,アカ語 ･ビス語 ･ビルマ語で同じ条件をもってい

たり大きい"とり小さい","多い"ど 少̀ない"は,4)

"big" "small" "many" "few"

earlierstage -hth 一員i -mJa -ni

Lisu ?dh-?ah nト?ah ?ah-midh-Pah

LahuShi

LahuNa

?ih-ve jih-ve mar卜Ve

?thh-ah jih-ah

となって,"大 きい""小さい "は並行するが,あとの例はそうではない｡ リス譜 ･ラフ ･シ譜

では"少ない"が, ラフ ･ナ語では"多い"も"少ない''も共に別の形式に入れ習わっている｡この

点ではビス吉吾･アカ語 ･ビルマ語と, リス語 ･ラフ語の問に一線を引き得 ることになるO

タイプ2として,共通態における対立関係の均衡が破れて,あとの段階では,それ らが融合

または分裂 して受け継がれてい く場合がある｡

earlierstage a b c

↓ J LL＼.i
laterstage,languageA a b c c′

＼/ ! l
languageB b′ c c′

さきに融合の例として,"tocome"をあげた｡それに リス語およびラフ語の 形式を加える

3) このラフ･シ語 (Maechan)およびラフ･ナ語 (丁ak)は,私が調査した資料を用いた｡なお, こ
こで使うロ口語の資料は拙稿 ｢ビルマ語とロロ諸語｣『東南アジア研究』第4号 (1964)であげた｡
4) Akha語,Bisu語,Bur.の形ば,上褐 ｢タイ国北部の言語調査について｣p.128を見られたい｡な
お×印は,それに対応する形が,ほかの形式と入れ習わつていることを示す｡たとえば Lisu"few"
ほah-tH1-7ahである｡
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東 南 ア ジ ア研 究 第 6巻 第 1号

と,つぎのようになる｡

Htocome''

earlierstage

Bisu

Lisu

Akha

LahuShi

LahuNa

forml form2 forml(from thenorth)

*1til-huJ *1えーhtu form2(from thesouth)

1th-qE lA一脈

lib-?ah はh-?ah

? 5) 1えーBul

lah-ve

lah-1tu

リス言吾の "来る"にも2形式があって,ビス語とよく並行しているが,ラフ語では,それら

が,一つの形式に融合 した｡それゆえ,ラフ語の 1ah-veは, リス語の 1dh-?ahと形式の上で

はよく一致するけれども,厳密にいうと,ラフ語には対立する formlが存在 しないから, こ

の両者は同じ職能をもっていない｡

分裂の例には,音素 トをあげよう｡あとで述べるように,分裂の条件はよくわからないが,

共通態の *1-は リス語では 1-と も とに分かれた｡

Lisu LahuShi LahuNa Akha

Hhandり *1ak l金一phkh la-k5h la-k6h la-1o

Hwind" *1iy muh-hih mをh-h5h m-hob d2a-16

このほか リス語には *hト から変化 した h-があり,ラフ語の h一に対応する｡

Lisu LahuShュ LahuNa Akha

Hmoon"*hla hah-bah hÅh-pAh hah-p畠h ba-1a

この リス語とラフ語の関係を書き改めると下のようになる｡はじめの例 "tocome"につい

ては, リス語はラフ語と並行しないでビス語に近いが,あとの例音素 1-では リス語はビス語と

は離れて,ラフ語に近い｡

earlierstage

Lisu

Lahu
EiiJ
Eiid

｢.1
1

亘
･1
ペ

ノヽ

)

叫
1
拍
/
囲

)
＼
d

〈e
,/

タイプ 3として,のちの段階で共通態形式がほかの形式 (借用語を含む)と置き換えられる

場合をあげた｡そこで例とした "togo''は,

5) formlにあたるアカ言吾形 1th-丘u の存在は.十分に予想できる｡
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西田 :リス語比較研究

"togo" forml form2

earlierstage *?昌一huI *16-htu

Bisu

Akha

Lisu

LahuShi

LahuNa

?g一昨 1g一脈

?i-atn 1i-atu

je-?ah gト?ah

kaトve

kaトltn

となって, リス語では form2が別の形式に吊き換えられ (?), ラフ語では共通態の 2形式が

共に kaiに入れ替わっている｡6'これに対 して,いま一つの例 "totie"と "tountie"は リ

ス語 も (ラフ語 も),ビス語と並行 して, 声調の対立によって 弁別された一対の形式をよ く保

存 している｡

Htotie" Htountieり

earlierstage *phr山一hul *phrt血-hut

Lisu ph封卜γulh phちh-γulh

LahuShi ph主h-ve phLh-ve

LahuNa pheh-1u phehllu

さらに,"銀''と"自'',"金"と"黄"の事物と属性の関係にある-一対の形式 も, リス語 (とラ

フ語)は,他の形式と入れ替わることがな く,共通態形式をよ く保存する｡

"silver" "white" "gold" "yellow"

LahuShi phuh - 5-phuh sih - 3̂-Sih

LahuNa phuh =6-phuh sih - 6-s呈h

この事実は, リス語が,ビス語 ･アカ語に比べて, ラフ語により近いことを示 している｡そ

のうえ, リス語 とラフ語が "白い"パ黄色 い ''をつぎのように表現する点でもまったく亜行す

る｡

6) あるいはリス語 gト?ah,ラフ語 k占iは,いずれも同源形式であり,form2の共通形は *glE～gla
(?)であったことを示すのであろうか (cf.Tibetanbgro-ba)｡なおビルマの Maru語にも,2形式
の対立を考え得る｡私が調査した Mitkyinaの方言では "togo"は 15- であったが,Bhamoの束
南方にある Mang-wingの方言では jg-wa という形があった｡このことから,Maru語にも (おそ
らくLashi許汗二も)jg-waと15-1WaC/)対立があって,それがこの formlとform2に対応するもの
と考えられる｡

MaruI MaruII Lashi

forml *jg-wa JE-Wa jE-
form2 15-wa 151Wa lol5



東 南 ア ジ ア研 究 第 6巻 第 1号

"tobewhite'' "tobeyellow"

Lisu jvlhphuhphuh-?ah jin菖ih邑ih-?ah

LahuNa 6-phuhphuh-e-ve7) 6-sihsih-e-ve

最後に,直接には結びつかない形,ビス語 ts心g-tsu相 と ア カ語 ?a-b6が,ビル マ語 形

szet邑-pagを媒介として,対応関係が わかる "tree"の例をあげた.これに対する リス語形は

S血h-dzuLであり,

Htree"

Lisu

Lah11Shi

LahuNa

Bur.

Bisu

ラフ語 S言-tse ともっとも近い｡

*tsze良一

sthh-dztLI

s音-ts呈

S血-tse

sac< szft菖

tstt叩

この リス語 sthh-,ラフ語 S喜一S血-は,共通態の *ts記且一にあたる. しかし,あとの形態素 -dzu,

-tsさが *tsze良一*baり-につ ぐ,第三の語幹を代表するのかどうかは今の段階ではわからないO8'

以上の考察は,いわば通時的な観点を主にした考察であった｡これに対 していま一つの観点

は,同じ共通態から来涼 したこつ以上の言葉の相互関係に重点をおく｡この相互関係は,いろ

いろの面で扱うことができるが,対象とする言葉の特定の形態素が,ほかの親属言語にも分布

しているかどうか,そして,それらが,共通態の同じ形式に遡れるか否かによって,i)同源

形式,ii)異源形式,iii)同源異語幹形式の三つに分けることができる｡9'かりに,同系統の任

意の二つの言語の形態素をすべて比較 したとすると,それらの形態素は,この三つの形式のい

ずれかに属することになる｡言うまでもなく,言葉の比較にあたって,もっとも重要な証明力

の大きい研究対象としてとり上げるのは,普通は,この中の同源形式である｡

二つ以上の言葉,A語 B語C語---などが同源形式を保っていると認め得るのは,それらの

言葉の形態素の間に,対応通則が成立することによる｡たとえば,A語の -a:B語の -a:C

語の -aが規則的に対応するといった ruleである｡もし,このような通則が認められないと

すれば,それらを異源形式としなければならない｡したがって,これらの rulesを設定する操

作は,同時に通則の適用範囲をも定めることになる｡しかし,ここで言う適用範囲には,実際

には二つの意味が含まれている｡第 1は当該 ruleを適用できる言葉の範囲,すなわち極端に

7) この -e-は動詞語幹と動詞 su侃Ⅹ-veに介在して,ある状態を示す su用_Ⅹである｡
8) リス語は,一般にラフ語と近いけれども,一方でラフ語系でないことを特徴づける単語形式もある｡

たとえば "salt"がそうである. Lisutsha-bo,Akhasla-d7g,Bisuts〇-mE,Bur.tsha2に対して

Lahu語はShia-1丘h,Naa-1bh で特徴づけられる. このラフ語形は, `̀tolick"ShilET-ve,Na
16-lt皿 と関係する｡なお "sugar"は Lahu語では alとhmとh<甘い塩> と表現される0
9) 拙稿 ｢ビス語の系統(続)｣『東南アジア研究』第4巻第 5号(1967),p.854-参照
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西田 :リス語比較研究

言えば ruleX はA語B語C語に適用できるが,ruleY は,A語,C語にのみ適用できて,

B語には通用できないといった範岡である｡

A language Blanguage Clanguage

1.RuleX

RuleY

-a

換言すると,B語には ruleY によって見つけ出せる同源形式がまったく存在 しない場合で

ある｡ しかし,このような極端な場合はむしろ少な くて,A,B言語のこの ruleにあてはま

る大部分の形態素は,B言語にはないが,ごく少数の形態素は対応形をもっているのが普通で

ある｡

A language Blanguage Clanguage

2.RuleY - i -i(少数の形態素)

※ (大部分の形態素)

したがって通則の適用範囲からみると,同じ言語グループで保たれる同源形式といっても,

極めて普遍的に分布 しているものと,ごく限られた範囲にしか分布しないものが出て くる｡さ

らに,この適用範囲にはいま一つの限定がある｡それが第 2の意味の適用範囲である｡RuleX

は,A語 -a,B語 -a,C語 -aという明瞭な対応関係をもつが,これがA語の -a形式のす

べてには たらくのではな くて,-a形式の中の若干の形態素には,別の ruleZが通用される

という限定である｡

A language Blanguage Clanguage

3. RuleX -a

RuleZ -a

これも言葉の比較にあたって極めて重要な事柄である｡この場合,ruleX と Zは補い合う

かあるいは対立するかのいずれかであり,対立するのであれば,ruleX とは別の共通形式を

設定 しなければならな くなる｡

はじめの観点は,言語グループ内の subgroupingの問題になり,あとの観点は主に基本対

応通則に対する subrulesを設定すべきか否かの問題になる0

ここで貝体的な例を あげよう｡"toeat''を意味する単語は,この 言語グループでは,つぎ

のような対応関係を示 していて,その主核になる形態素は,代表的な同源形式の一つであると

いえる｡
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LahuShi tsAh-ve: LahuNa tsAh-1u : Akha dz良一丘Ⅶ

Maru ts5- Bur. t邑a2-se : Lisu dzえー?ah

Lashi ts5- Bisu tsa一ge Nyilolo dza

この対応関係について,まず目立った三つの特徴を指摘できる｡

1) Lahu.Shi,LahuNa,Bur.,Maru,Lashi,Bisu語の vOicelessinitialに対する Akba,

Lisu,Nyilolo語の vOicedinitial

2) LahuShi,LahuNa,Bur.,Bisu,Akha,Lisu,Nyilolo語の -aに対する Maru,Lashi

語の 一〇

3) Lahu.Shi,Bur.,Maru,Lashi語の hightoneに対する LahuNa,Bisu,Akha,Lisu語

の low tone

これを表にすると,つぎのようになる｡

voiced(+)

:voiceless(-)-a(+):-3(-)
hightol】e(+):
lowtone(-)

uS●lLahkA
元

101

+

+

L

+

+

一

+

+

一

この同源形式は
,
これらの言葉のすべてに分布していて,
この形態素に関する限り
,
音素形

式に同じ特徴をもつ四つのsubgroup,
(1)LahuShiとBur.,
(2)LahuNaとBisu,
(3)Maru

とLashi,
(4)AkhaとLisuとNyiloloとができることになる｡こ
れと並行した関係を示す

形態素は
,
そのほかにもある｡

りtobethinけ

LahuShi p畠h-ve

LahuNa pah-a

Bur. pa2-se

Maru p5-

Lashi p5-

Bisu ?aて卜Pa

Akha jo-ba

Lisu bah-?ah

Nyilolo ?

8

りcheekけ りtoride〃10)

pah-1a tsih-ve

pah ; tsih-h

pa2 tSi2-se

p5-Reu ■ dzを-
1

p5-jam . dzテ-
ヽ

bah-buh dzth-?ah

ba-pa
′
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西田 :リス語比較研究

したが って,これ らの対応関係は,通則として認めて差 し支えがない｡ ところがこの通則を

そのまま適用できない形式が出て くる｡ たとえば "frog''がそうである｡

LahuShi pまh Maru pかhaun Akha xえpha

LahuNa paI卜kah Lashi p〇一Ⅹbun Lisu u6-pa

Bur. pha2 Bisu kopna 二Thai Nvilolo pa

さきの母音の対応に関す る ruleはここにも適用できるが, 初頭 予苦 と声調については,さ

きとは別の対応関係が認められる｡

1) LahuShi,LahuNa,Maru,Lashi,Lisu,Nyilolo語の voiceless unaspirated:Bur.,

Akha語の voicelessaspirated

3) LahuShi,BUT.,Maru,Lashi,Lisu,Nyilolo語の hightone:LahuNa,Akha 語の

low tone

これ らも果たして,通則 とできるか,あるいはさきの通則の subrules とすべ きかは,他の

並行例を求めて 検討 しなければ ならないO しか し,この対応関係に 根拠を おいても,さきの

subgroupはだいたい 支持 されることになるが11),言語間の subgrouping の問題は,対応関

係を詳細に検討すればす るほど,非常に複雑なものになって,その分割に決定的な根拠を見出

し難 くなるのが常である｡ この事情は,単語構成を考慮す るといっそう厄介になる｡さきにあ

げた "tocome"はこれ らの言葉のすべてに共通 した形式を もっていて, その単語の構成法 も

言語間によ く並行 していたO ところが "tiger"の場合は少 し事情が違 っている｡

10) =toride"は,声調で上述の ruleと合致し,母音の対応は

LahuShi LahuNa Bllr. Maru Lashi Lisu

-i -1 -i -y -y -tu

の別の ruleと合っているから,これを同源形式と認め得るが,Maru,Lashiが初頭に有声音を もつ
ところが "toeat"と異なる｡これには subruleが成立するであろう｡そして,この形式は,ビス語,

アカ語,ロ口語には保存されていない｡
]1) "frog''の対応関係をさきと同じ方法で分解すると,つぎのようになる｡

Lsahhiu･LBhau Bur ･ MaruLashi Bisu ･Akha L isu ･1N.x.i

vl.unasp.(一):
vl.asp.(辛)

--a(-i-):一〇(-)

hightone(I-i-):
lowtone(-)

〉く

＼イ 1-

× ｣-

ラフ･シ語とビルマ語が並行しないことと,アカ語がリス語,二 ･ロ口語から分かれる点が異なる｡
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"tiger" "tocome''

LahuShi tsah一 m丘h lah-ve

LahuNa はh lab-1tu

Bur. kya2< kla2 1a-se

Maru ts6-15

Lashi ts5-15

Bisu tsha-1a

Akha xa-1a

Lisu

Nyilolo

15

15

1か耶

1d一員tLI

lah-ma lah-?ah

は (1Ⅰ)

"tiger''la の対応関係は, ラフ ･シ語に 同源形式を 欠 くほかは,"tocome"とともに, 千

音 ･母音の対応通則に よく一致しているが12),具体的に "tiger"という単語を 構成する方法

が,言語間で独 自の態度を示 しているoこれは"tiger''には,おそらく共通形式にdza～tsha13)

と は の2形式があって,その組み合わせ方がそれぞれで異なったと考えてよいであろう｡こ

のように,単語構成の方法と関連 して同源形式の分布を考えることは,将来重要な問題になる

にちがいないが,それとともに,いま一つ検討すべきより複雑な事柄がある｡

さきにあげた基本単語 "toeat"の主核形態素 *dza-はここで対象とした言葉のすべてに分

布していたCすると,これと関連する"食べるもの"の代表 "飯"がどのような形であらわされ

ているか,そして,さらに "飯をた く''がどのような形で表現されるかもさぐる必要が出て く

る｡換言すると,これらの言葉で "tOeat"は同源形式であったが,それと意味的に密接な関

連をもつ "boiledrice"とか "toboilrice"も果たして, 同源形式をもつ のだろうかも検討

すべき事実になる｡もし,それらも同源形式であらわされるとすれば,これらの言葉は,いっ

そう密接な関係にあることが証明される｡

=boiledrice''

LahuShi ?5h Bisu h軸
LahuNa ?6h Lisu dzah

Akha ho Bur. thamaて)2,a-t菖a"food"

10

12) 〟虎"の laと"来る"の laは前者が無声初頭音の声調をとり,後者が有声初頭音の声調をとる点
で対立する｡

13) この *dzaは,上述の "toeat"dz昌一の対応関係とだいたい並行するが,ビス語で出気音である点

で違っている｡この単語は,おそらく,"食べる虎"と表現されたのであろう｡アカ語の Ⅹa-はⅩamrh

"abear",Ⅹadz6`̀hawk''などと共通する動物名に冠せられる接頭辞であって,*dz昌一tshaとは別
の形態素である｡
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西田 :リス語比較研究

"boiledrice" には Lahu,Akha,Bisu 語の *hauと Lisu,Bur.の dza の2形式が分布 し

て,二つ0)グループに分かれるc

Htoboilrice"

LahuShi tsah-ve Bisu h的 ts血りtSult)-りE

LahuNa tsahJuJ Lisu dzahkjah-?ah

Akha pt卜丘ul Bur. prut-se

"toboilrice"には Lahu語 tsa-,Lisu語 kjah-;Bisuts山口 と Bur.,Akhapruト が分

布 して,三つのグループに分かれる｡=炊 く"には炊き方の違いからくる数種類もの形式があっ

て,各言語でその日-Ⅰのどれをもっともよ く使ったかによって,この相違が出来たのであろう｡

"食べる","飯","飯を炊 く"の意味分野で関連する三つの形態素は,またい かなる音素形式

で分割されているか,その分割方法を類型的にさぐることができる｡

LahuShi LahuNa Lisu Akha Bisu Bur.

a. toeat tsah-ve tsahlltu dzah-?ah dz良一丘ul tSa一郡 t菖a2-se

b. toboilrice tsah-ve tsAh-1tu kjah-?ah pt1-6uJ tS山口-耶 Pruトse

c. boiledrice 75h ?bh dzah ho hat) a-t邑a

a≡b:c a≡b:c a≡b≡c a:b:c a:b:c a≡C:b

各言語は,それぞれ独自の方法を示 していて,これらの言葉は "toeat"の対応関係から予想

できるほど相互に 密接ではないことがわかる｡a,b,Cがもっとも近い形式で 分割されている

川和事にこれらの言葉を並べると,Lisu-Lahu･BUT.-Bisu･Akhaになる｡

以上のような検討は,極めて厄介な仕事ではあるが,各言語の性格を知る上で重要な手続で

あると思う｡

11 異源語形式- 借用語について

さて, リス語には巽源語の形式がかなり多い｡たとえば "torub"BUT.khyei-de< khyiy-

se,:Bisukhji一粥,:Akhad2ト丘tnに対 して,リス語は tshah-?ahであり,"duck"Bur.wam2-

bay:Akhabと:LahuShia-p主hに対 して, リス語は ?壷hである｡これらの異源語の中で,も

っとも明瞭につかまえ得るのは,近隣言語からの倍用語である｡上にあげた "torub""duck"

の2形式も実は借用語であって,もともとは同系言語と同源の形式をもった形態素が,ある段階

で漢語の擦 tshaおよび鴨 iaから借り入れた形式に入れ替わったものと考えられる｡

この リス族が長い距離を移動 してクークに定着する過程において,このような単語の置き換

えや新 しい文化との接触にともなう単語の受け入れによって,次第に語費を増加 してきたこと

は想像に難 くない｡私が記録した約1500語の中で,70語～80語が借用語である｡
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借用の時期については,つぎの三つの大まかな段階を設定できると思う｡

まず雲南において,漢語からもっとも多 くの単語を借用 した.これが一番古い層の借用であ

ろう｡この借用語の形式には,もとの形をあまり変えていない特徴がある｡これはリス族が扶

民族との接触がもっとも久 しかったことを意味する｡14) そして,たとえばマッチなどの単語 も

ビルマ語やタイ語を使わないで漢語からの借用語であらわすところをみると,この部族はかな

り最近まで雲南の土地にいたのであろう｡

第二の時期として考えられるのは,ビルマ語からの倍用語である｡ しかし,これは意外に少

ない｡この事実は,この リス族がビルマのカチン州あるいはシャン州の地にあまり永 くいなか

ったことによるとともに,ビルマ語からの借用語であっても,それが借用形式か同源形式かを

決定し難い事情にもよっている｡最後に第三の時期として,タイ国北部でタイ語から借り入れ

た単語がある｡学校とか先生とかペンとかいった単語はすべてタイ語を使う｡この数も少ない

ほうではない｡

この三つの時期を通じて借用された単語は リス語に受け入れられた形式からみると,つぎの

三つのタイプに分けられる｡

1) もとの言葉の単語形式をもとのまま受け入れている単語｡

2) 借り入れた単語を, リス語的に改めている単語｡

3) 借用語を リス語の形態素と結び付けて,新しい複合形式を作っている単語｡

リス語における倍用語には,このうち第-のタイプがもっとも多 く,第二のタイプは非常に

少ない｡

A. 漢語からの借用語

漢語から借用 した単語の形式は,雲南省の漢語とくにその代表である昆明の漢語に近い｡お

そらく,この部族は,はじめは昆明付近にいて,そこからビルマを通ってタイ国北部に移動 し

て来たのであろう｡この考えは,対応関係とくに声調の対応関係が昆明の漢語とリス語の問で,

かなりはっきりと一致している点にある｡北京語の四つの声調は,昆明では,つぎの左側にあ

げた型をとる.15)この各声調型は, リス語では,その右側にあげた型で受け入れられているO

漢語 1. 陰平調 昆明 33 リス語 中平型

2. 陽平調 31

3. 上声調 53

4. 去声調 13

低平型

低平型

上昇型または高乎型

12

14) しかし,十二支は,本来のリス語形で表現し(cf.拙稿 ｢リス語の研究｣『東南アジア研究』第5巻第
2号 p.73),ビス語や雲南のタイ語,パイ･イ語などのように,漢語からの借用語を使っていない｡

15) 北京大学中国語言文学系語言学教研宝編 『漢語方言詞柔』(北京,1964)および蓑家韓等著 『漢語方
言概要』(北京,1960)による｡
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西出 :リス語比較研究

-)ぎに,この声調の対応関係を基準に倍用語例をあげてみたい.

1. リス譜中平型 :漢語 陰乎調

tshun "onion": 葱 ts̀og14

ftlhkjao "pepper": 潤轍 Ⅹu31tqiau44

janko "pot": 洋鍋 ia31kuo44

tshahkuan "kettle": 茶辞 tF̀a31kua44

khjihan "saddle": 騎鞍 t(打 31包44

koh-kbh "elderbrother": 召子守 kuo44kuo44

呈ahtsdl HlobsterM:

S血hfan "square"

kaets血 りmarketM:

jabpah Hadumb":

?ukue りtortoiseH:

S血hxua Htolike'':

蝦子 qia44tS153

四方 sl13fa44

街千 kE44tSl53

唖口巴 ia53pa44

烏亀 u44 kue44

喜歓 qi53Ⅹu畠44

phien?ト?ah "tobecheap": 便宜 p̀ian44i31(-?ahは本来の リス語)

jihkan "liver": 肝 kan44(jih-は本来の リス語)

2. リス語低平型 :漢語 陽平調

tshahj芭h Htea": 茶液(?)16) tpa31ie13

janftlh "bottle": 洋壷 iaxu31

16hthin ‖ladder": 枝梯 1au31t̀i44

1ian りtobecool":涼 lia31

thints血 "hoof":蹄千 t̀i31tSl53

?壷h "duck": 鴨 ia31tS153

ftlhldh "gourd": 胡意 Ⅹu311u31

tsbhtsuI"table": 卓手 tpuo31tS153

tshah-?ah =torubH: 擦 tsLa31(-?ahは本来の リス言吾)

cf. 上掲 "pepper" "saddle"

3. リス語低平型 :漢語 上声謂

sah Humbrellaけ: 傘 S5153

khh "adrum": 鼓 ku53

16) この jyehには,かりに液をあてたが, ビルマ語 laphak-ra員/lapheje/の -ra広く-ra∋丘 と同源形
式である可能性も考えられる｡茶菓ではない｡
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phihsih "buttock":尾口 p̀i53(-Sihは リス語 ?)

16hs心e "adrop": 露水 1u13Fue53

j6htsin "tobeimportant'': 要緊 iau13tqi53

kjekje "eldersister": 姐姐 tqie53tqie53

?色?a-?ah "tobelowり: 焦 E53

hbhpan 〃torchけ: 火把 Ⅹuo53pCL53

hbhtha Hcharcoal": 火炭 Ⅹuo53t̀a13

jahah "match": 洋火 i畠31ⅩuO 53

cf.上掲 "adumb'', "tolike"

4. リス語上昇型 高平型 :漢語 去声調

Ⅴahtsu "socks":裸子 ua13tS153

1ahtsu "chili": 裸子 la13tS153

1ahsu畠n "garlic'': 殊蒜 la13Sua13

kde-?ah Htobedear'': 貴 kue13

1i畠n "tobebright'':亮 1ia13

paht昔h "chair":板菜 p孟53t513

thehw畠n "tenthousand'': 一高 u畠13(thとhは リス語 りⅠ'')

cf.上掲 りtea", =tobeimportant", =square'',Hadrop''

漢語からの借用語には,一見 して,それと気付かないのがある｡さきにあげた "torub"が

そうである｡この種の単語は同系言語の形式と比べてはじめて借用語であることがわかる｡同

じように,=tobestraight''Lisutsテtsす1ekahが漢語 直 tPl31からの借用語ではないかと

疑えるのは,つぎのような対照によってである.(-1ekahは本来の リス語構成)

"tobestraight"

*dan- *phr〇℃-

LahuShi 3theh16h ?

LahuNa thih-e-ve ?

Bur. ta丘3-se phr〇g3-se

Akha jo-do ?

Bisu x ?at卜pl叩

このほか,思わない形式が漢語からの倍用語ではないかと疑える｡

"frog"uo-pa この uoは漢語 蛙 ua44からの借用語

"trap"jvlh -ua この uaは漢語 網 uaからの借用語か ?
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西田 :リス語比較研究

"topaint"jaqSthhn血h-?ah この j毎 S血hは漢語 顔色からの倍用語

"tomove"th6℃ja-?ah この th6gは漢語 動よりの借用語か ?

Hacover''jvlhkae この kaeは,漢語 蓋(子)よりの倍用語か ?17'

より不確定な単語として,つぎの形式がある｡

"hotseason''kanthihthe この kanは漢語 千より0)借用語 ?

"rainyseason"jihsdethihthe この jihs血eは漢語 雨水よりの借用譜 ?

"sharpener"sbhdtlh この sbhは漢語 削よりの借用語 (-duh道具を示す本来

の リス語)

"throat"samkue これは漢語 嘆 咳(?)よりの借用語

親近言語に対応形をもたない単語は,とくに借用語である蓋然性が極めて大きいといえる｡

B. ビルマ語からの倍用語

さきに述べたように,ビルマ語とリス語は系統的にかなり近い関係にあるために,同源語が

双方に保存されているのかあるいはビルマ語からの借用語なのかは,決定し難い｡たとえば,

"toshow''Lisupiah-Stilhは Bur.pya-seに,=tobeenough"16h-?ah は Bur･1〇k-se

に "picture"jihphbqは Bur.pum にそれぞれあたる｡ これらの -苫血h,-?ah,jih-は,い

ずれもリス語本来の形態素である｡これらの単語が倍用語であるという決め手はない｡それに

対 して,かなりはっきりと借用語と断定できる形式 もある｡m芭idト?ah"toforget"の mさi-

はビルマ語の mei3く miy3 と関係するが,ビルマ語形との問にたて得る 母音対応の通則と/合

わないから,これは借用語と決定 してよさそうである｡ しかし,このような例は極めて少ない｡

C. タイ語からの借用語

タイ語からの借用語は,主に北方タイ語によっている｡そして,洩語ほどではないけれども,

かなり多数の単語が借 り入れられ,これからさき,ますます増加 してい くにちがいない｡つぎ

に代表的な例を列挙 しよう｡

=shop"Lisulan:N.TH.1aan,"money"satan:N.TH.satag,Hchief"huavh-nah:N.

TH.hdan畠.,"province"tsagva:N.TH.caygwdt,Hdoctor"m6h:N.TH.m5,日teacher"

khuh:N.TH.khuu.,"school"Ionlian:N.TH.hoophian,TH.rooりrian,"pen"pakah:

N.TH.paakkya.,=pencil"1ins6h:N.TH.dins3V〇,Hforeign"fablan:N.TH.falag,Hglass"

kehJbh:N.TH.kEEW,〃saw"1eltHh-ah･.N.TH.16k,1テa了̀toplough"th昌i･.N.TH.th;j,

17) この形式には,Bisutdkap"acover",Bur.kap-se"toadhere"があたって,あるいは借用
語でないかもわからない｡
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"crocodile"tsahkheh-?eh･.TH.C〇〇rakhee.,18) "flag"jihthan:N.TH.th6g.

この リス語が借 り入れた単語には,漢語から来たものと,タイ語から来たものは,明瞭に見

分けることができるが,後者の中には,一時は,漢語からの借用語で表現 していたものを,さ

らにタイ語形に入れ替えた単語 も含まれている｡

Fraserの記録 した騰越周辺の リス語では, "glass"は paw3-1i5,"pen"は pi2である｡19)

これらが漢語の改璃および筆から借用された単語であることは疑い得ない.このクークの ])ス

族 もおそらくは,はじめは paw-li,piを借用 したが,タイ国に入ってから北方タイ語の kgEW

および paakkvaにそれを置き換えたものと思われる｡すなわち,

(同源形式)→ 漢語からの借用語
J

タイ語からの倍用語

上述のような借用語相互の入れ替わりでな くとも,この 3者の関係は,この言語グループ一

般について認められる｡たとえば"gourd''は,Akha?ipha:LahuNajihphtlh･.Bur.phu2

と, 3言語は共通形式 phuをもっているが,リス語は 漢語から借 りた f心hl血hを (雲南の リ

ス語は hu5-1u4,)ラフ ･シ語はタイ語 namtaw から借 り入れた nahtaoを使う020)すなわち,

*phu- phも(Akha,LahuNa,Bur.)

fhhlhh(Lisu)ー Chinese

nahtao(LahuShi)ー Thai

このような語嚢の借用は,これらの言葉の発展に重要な役割を果たしたことは事実であるけ

れども,同源形式の置き換えが,この言語グループの相互関係を,より不明瞭にしていること

も確かである｡

Ⅲ 子音体系の比較研究

私は,さきの 論文 ｢ビス語の 系統｣および ｢ビス語の系統 (続)｣で,ビス語 ･アカ語 ･ビ

ルマ語について考え得 る基本通則を提出したが,それに リス語の対応形を加えて,果たして四

つの言語の対応通則を認定することが可能であるかどうかをつぎに検討 したい｡

リス語の場合にも,ある音素については,ビルマ語との間に非常にはっきりとした対応通則

を発見できる｡たとえば, リス語の dz-,tsh-とビルマ語の kr-,ky-,khr-,khy-の対応と

か リス語の -α とビルマ語の -am,-um,-upの対応がそれである｡

16

18) cf.前掲 ｢リス語の研究｣p.281.

19) F.0.Fraser,HandbookoftheLisa(Yawyin)Language,Rangoon,1922.
20) ビス語で b̀ladder"を ji菖iliphdhという｡この 1iphdhが"ひょうたん"にあたる(ji邑iぱ 尿̀")o
リス語では,"勝耽"は,zuhph血bであるから (zulhは"良"),リス語は,複合語で本来の ph血h
形式を保存しているといえる｡
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さきに,"tohear"には Akhaga15-丘u,Bisukj良一折,Bur.kra2-seから,その共通形式として

*gra-を設定 したOこれにはラフ･シ譜 ka-vei,ラフ･ナ語 kまka-1tu,マル語 gj5-,ラシ譜 gj5-

が対応するから,この共通形式は信頗できる.これにあたるリス語の形は,behdzえh-?ahで

あるO一見すれば,この単語は beh日詰"と dzah-?ahH食べる"から出来ていて,"聞 く"は

"話を食べる"と表現され,リス語は表現の上で特別な形をとっているように考えられる｡しか

し,実は共通形式 gr-:Lisudz-は規則的な対応通則であることは,つぎの並行例からわかる｡

‖tofear''

〃thunderboltM

ufloorn

Htomelt''

"mosquito"

"tobedry"

Lisudzu-?ah:

mihdz血h:

dzbh-mah:

dz山hdu-?ah:

dztlhpテh:

dzuh-?ah:

Bur.kr〇k-se

mt∬2 krnⅠ2

kram2

kyuユーSe

khrat)

khr〇k-se

(Lisutsh-: Bur.khr-khy-は後述の例を見よ, p.30)

また リス語 -ce: Bur.-am,-um,-upにはつぎのような例がある｡

Hhairけ

りtosmell"

Htowalk"

"tolaugh"

Htouse"

HtowrapH

りtosink"

Htostir"

?dh tshc昌h:

no≡h-?ah:

喜連hje-?ah:

vah邑cbh-?ah:

j壷h-?ah:

th&h-?ah･.

1(Rhje-?ah:

1(モ-?ah:

t菖ham pat〕

nan-Se

khriyhlam2

rayprum2-se

sum 2-se

thup-se

hmrup-seく二hmlup-se

hlup-se

リス語は,このようにビス語やアカ語に比べるとかなり特別な音素形式に変えてはいるが,

共通形式をよく保存 しているといえる｡

つぎに比較の対象になるリス語の子音 目録をまず掲げる｡アカ語およびビス語,ビルマ語に

ついては, ｢ビス語の系統｣61ページにその子音目録をあげた.

stops affricates fricatives nasals lateral

k kh g? Ⅹ首 h B り
p ph ち f v m

t th d tstshdz s z 菖 j n n 1

および子音音素結合 k上 kh十 g上

一一17- 17
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この子音体系をもつ リス語を他の3種の言葉と比較して,発見できる対応通則をつぎに例示

する｡

RulesofPhonemicCorrespondence

Rule1.

i) Bisuk-:Akhak-:Bur.k-･.Lisuk-21)

さきに Bisu,Akha,Bur.の間で適用できた通則は,ここではそのまま認めることができな

い｡対応例としてあげた2単語 〟tostir"と りtobite"には, リス語のつぎの形式があたる｡

"tostir" Lisu 1(モー?ah:Bur. hlup-se

Htobite" kh6-7ah: kulk-se

前者はさきの例 ku2-seとはまったくの異源形式であるが,後者のリス語形は,同源形式あ

るいは同源異語幹の形式と考えられ,ラフ語の形などを考慮すると,この形態素の分布はつぎ

のようになる｡

"tobite" *gtuk-se(?) *tShat(?)

Bur. k- ktHk-se

Akha k- k6-6tu

Bisu k- k〇一r)E

Lisu kh- kh6-?ah

LahuShi x

LahuNa g一 g血-1tu

?

〉く

tshと-DE

X

tsh畠h-ve

x (cf.Tib.bcha-ba)

ラフ語から推測すると,この両形式の意味は,本来 *gtuk"人にかみつ く",と *tShat"物

にかみつ く"点で区別されたのであろう｡これと類似した意味 "tochew"の形式は,つぎのよ

うになる｡

"tochew" *g-wa2-se *ba2-se

Lisu guaai-?ah LahuShi b丘h-ve

Bur. wa2-se LahuNa bと-1u

Maru w〇一

Lashi w〇一

Akha 苫6-atn (cf.Kachinka'waa-?ayHtobite'')

この wa2lSeはあるいは ba2-seと同源形式であって,*g-ba2-seにまとめるべきで あるか

18

21) ここでは,ビス語あるいはアカ語の対応形をあげない場合があるが,前掲 ｢ビス語の系統｣を見ら
れたい｡

- 18-
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もわからない｡

このほかの形態素について 1)Lisuk-:Bur.k-,2)Lisuk-:Akhak-,3)Lisuk-:

Lahuk-の対応関係を見出すことができる｡

1) "body''

Htoscratchけ

りtocrossover"

2) "root"

りneck''

3) "toputin"

〃skin"

Lisu ko-ddh:Bur. ku

kGh-?ah: kut-se

kuh-?ah: ku2-se

Lisu s血h-kih:Akha dd-ki

kth-tsuI : ktlbjbn

LisuktHh一首tuh: LahuShikeh-veh: LahuNaklhh-1ul

jihku-dzuI: 5首ihka: 6紳 ka

HbranchM s血hl壷 k畠h: 5-kya･. sakya

(cf."skin"Bisu?aq-kho:Akhaba-xo:Bur･a-kh〇k,"branch"Bur.sac kt叩,a-

kh〇k)

なお 〃root"には,*gih,*khj主< *khjat,*mracの3共通形式があって,つぎの分布を示

している｡

*gih *khj主- *mrac

MaruI sakkyi Bisu?at卜khjとI Bur. mrac

Lashi kyi LahuShi5tsh王h MaruII s畠kmik

Akha ddki (Kachin'a'rGu)

Lisu sthhkih

LahuNa stagu (cf.Nung.gi,achi,Tib.rtsa-ba)

ii) Bisut-:Akhat-: Bur.ト : Lisut-.

Bisu t-:Akha ト:Bur.ト:の対応を示した三つの形態素には, リス語のつぎの形式があ

たる｡

Lisu Bisu Akha Bur.

HoneM tih-thとh ttu ti tac

Hjaw" d去り-t6h m套n-t軸 me-tbn )く

"navel" khj孟h-dbh sa-tbq tSha-tan khyak x

これらはいずれも同源形式であるが,ただ "navel"については,少し説明が必要である｡

"磨"には *khyakと *toて)の2形式があった｡

- 19- 19
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Maru

Lashi

Bur.

Lisu

Akha

Bisu

LahuShi

LahuNa

k慧

地

軸

叫

伽

′S

*

一

一

一

Ⅴ

Ⅴ

,u

x

x

仙

t8n

軸

山

､ut､u

(cf.Tib.lte-ba

Kachinsha'tay)

あとで述べる Rule3ivを考慮すると,歯茎閉鎖音にはつぎの四つの対応系列ができる｡

Lisu Akha Bur. Lahu

a) ト : t- : t-: t-

b) ト ･. d-: ト : t-

C) d-: d-: t-: t-

d) d-: d-: t-: d-

したがって,この系列のどれにも属さないこの リス語の -d心hは例外的な形式で,本来は -ttlh

であるべきことがわかる｡b)の対応例を,ここであげておく｡

Lisu Akha Bur.

‖tokickM tih-?ah di一丘u ti2-se

Htospit" ti-?ah dd-Ⅹa tuy2-se

"poison" t6h-?ah d6-b亡)n a-t〇k

LahuShi

)く

×

tSh-ve

iii) 前稿では Bisup-:Akbap-:BUT.p-の対応例を発見できなかったが, リス語 ･

ラフ語 ･ビルマ語の間には 1)Lisup- :Lahup- :Bur.p-と 2)Lisup-:Lahu

p-:Bur.ph-の二つの関係を設定できる｡

1) `̀toexchange"

"tocarryon

shoulderけ

2) Hfrog''

HcombM

HearsH

20

Lisu LahuShi

pah-?ah pah-ve

pih-?ah p%h-ve

v6-pま pah

?血h-p舌n pi

nえーpoh nah-p昔

- 20-

LahuNa Bur.

pah-1u pr〇が一Se

p血-1uユ pⅦ2-se

pah-hah pha2

× phri2

nah-p6 na2rwak< *phrwak
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iv) Bisu?-1.Akha7-: Bur.?-: の関係を示した四つの単語は, リス語ではいずれも

別の子音音素ではじまる｡

Hbottom" jihd6h Htoenter'' d(もh-?ah

"egg'' ?ahjafu "guts'' jihbuh

はじめの2例が異源形式であることは,jibd6hがアカ語 da-70の daに対応する事実から

明瞭である｡しかし,あとの2例は,その単語構成から言っても,同源形式であることに間違

いがない｡"guts""egg" の形態素の分布はつぎのようになる｡

HgutsM

LahuShi 5-gG

LahuNa 6fuktl

Lisu jibbu

Bur. u

Maru ao

Lashi u

Akha b6-7d

Bisu ?at)-?也

"egg"

首lLYuh

bpLJlI'll

7ahjafu

kraku3

aO

kjvD心

jaJu

hja-?u

Bur.,Maru,Lashi,Akha,Bisuはいずれも ?u 形式であるのに対 して,LahuShi,Lahu

Na,Lisuでは別の子音音素にはじまり,その子音の性格に階程があるように考えられる｡

LahuShi Lisu LahuNa BUT.

Hguts" gu bu fu ?u

Hegg" 首u fu ?u ?u

なお Lisu7-:Bur.7-の関係が成りたつ例も少数はある｡

Lisu BUT. Lisu Bur.

Hhead" ?hh-dS,h: ?u2 "tocrack" ?e-?ah: ?ak-se

Rule2.

i) Lisukh-:Bisukh-:Akhakh-:Bur.kh-: (Lahukh-)

Bisukh-:Akhakh-:Bur.kh-の関係をもつ三つの単語は, リス語では =dog''のみが

kh-であり,他の二つには tsh-があたる｡この tsh-はビルマ語の khr一に応 じる形であり,

- 21- 21
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リス語では kh-のあとの -r-が脱落 しなかったことを意味する｡22)

Lisu Bisu Akha Bur.

"dog" kh血h kh血 ?a-kh血 khuy2

〃foot" tsh血hpjah lakh血 ?a-khth khriy

"thread" tshuhza khthp khan khra邑

リス語の khr-の保存という特徴は, ラフ語 とも一致せず,ビルマ語 とのみ並行する.

LahuShi LabuNa

Hfootけ khih khthh

"thread" 紳 khもh 紳 kheh

このほか Lisukh-:Bur.kh一にはつぎの形態素がある｡

Hhole'' Lisu khd Bur･ ?a-kh〇g2

日tocutM kh血Jah khut-se

〃tocallM khuh-?ah kh〇一se

"year" khb khu3 (Akhakh山一丘u)

〃basketM khathu Akhaxakha

ii) Lisuph-:Bisuph-: Akhaph-: BUT.ph-: (Lahuph-)

Bisuph-:Akhaph-: Bur.ph-の対応通則は, リス語にも通用できる｡

Lisll Bisu Akha Bur.

〃1eaf" sthhph益 ?ap-Pha

‖toopen" phu-?ah ph〇℃一耶

〃grandfather" ?ah-phdh ?a-phi

?a-pha phak

phon一atH Phwag2-se

?a-phi ?a-phwa2

22

この通則は,さらにラフ語にも適用できる｡

LahuShi LahuNa

H1eaf" 5-pha sa pha

Htoopen" ph〇h-ve phoh-1u

22) リス語の "dog"は ?ah-nlahであるが,十二支にのこる同源形 kh血hを用いる｡これには,Lahu
Shiphi,LahuNaphthがあたる.すなわち "dog"には,khuIとphuIの二つの形式があった.
kh-とph-の交替には,並行例がある｡ビ ルマ語で "foot"khriyに対して,"sandal"はphトnap
という｡この複合形式に認められるphト は,リス語 ･ラフ語の構成法から類推して, "足''の別形式
に違いない｡`̀foot'= s̀andal'‥ d̀og"の分布を表にすると,つぎのようになる｡

Lisu LahuSh呈 LahuNa Akha Bur.

`̀foot" tshulh-ph義h khih kh血h ?a-kh血 khriy

"sandal'' tshuユh一品i khih-nエ khdLh-nd s昌一n6 phi-nap

`̀dog'' kh血h phih ph血h ?a-kh血h khriy2

- 22-
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このほかつぎの対応例がある｡

Lisu LahuShi LahuNa Akha Bur.

"tovomit" pheJah pheh-ve phih-ve phe一丘u phat-se

"white" phuh phuh phuh phjd phru

iii) Lisuth-:Bisuth-:Akhath-:Bur.th-(Lahuth-)

Lisu LahuShュ LahuNa BUT.

"tobethickM thuh-?ah thbh-ve thdh-ah thu-se

"upon" thA 5-tha 6-tha a-thak

〃whenM ?a-1i-th益 khatha khatha ×

"torise''には,三つの共通形式があった｡

Bisu BUT. Lisu LahuShi LahuNa Akha

*tha- tha-qE tha-se x x x x

*tu- × × tu-?ah tuh-ve tub-luユ ×

*thu- × × × × × thu一丘Ⅶ

"onethousand"Lisuthとhtu,Bur.ta-th叩 はこれに並行する例で あろうかO(LahuNati

phan,Akhatiphaはいずれもタイ語 phan:N.TH.panからの借用形式である)

Lisuth-:BUT.th一 には,つぎの諸例がある｡

Lisu BUT. Akha

Htotrap" uathuh-?ah:th〇℃-Se (th6n一丘tn)

=tothrustatM thah-?ah ･.th旺Ⅰ2-se

Htobesharp" th益-?ah :thak-se (dat菖h色)

HknifeM ?a-thah :tha2>da2

Rule3

i) Lisuk-:Bisuk-:Akhag-:Bur.k-

Lisu Bisu Akha Bur.

Hstar" ku-za 7t卜k血 ?a-gul kray

Htoplay" kah且ih-?ah x nトga一丘u kat菖a2-se

"nine" kdh x gcb ku 2

Lisudz- : Bisuk- Akhag- : Bur.kr-khr一については さきに述べた(p.17)｡
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ii) Lisug-:Bisu?:Akha?:Bur.kh-

りco氏n" Lisu gu Bur･kh〇g2

"spoon'' Z血h-gil y〇kkhju

"friend" guatshbh sur)aykhyaて)2

日song" mbhgu且 sikhyaり2

Lisug-:Bisu?:Akhax-:BUT.k?

Hhook'' Lisujylhgbh AkhajとⅩ6 (Bur･k〇k)

Hforehead" na一ga na-Ⅹo

iiia) Lisub-:Bisup-:Akhab-:Bur.p-(Lahup-)23)

Hcheekけ

りtobethinけ

りtobeold''

りmoonけ

りant〃

りtaro〃

HbeeM

Lisu LahuShュ LahuNa

bah-buh pah16 ×

bah-?ah pah-ve pah-a

jihbと 5-pih 6-pih

hah-bah hah-pdh hah-pah

bahloh pih首5 phh苫6

bi pEhsi pehsi

biah apもh peh

iiib) Lisub-:Bisup-: Akhab-:Bur.p-(Lahub-)

Htobefullけ

りpusII

Htowrite''

Htoshoot''

BUT.

pa2

pa2-Se

X

X

parwak-

prim

pya2

Lisu LahuSki LahuNa BUT.

bih-?ah bih-ve bih-1u pra丘3-se

bihkh血h x beh苫血h pra員

bob-?ah b昔-ve x x

b苫-?ah b5-ve b6-1Ⅶ ptu3-se

Bisup-:Akhab-:Bur.p-の通則には,Lisub-を加えることができるが,ラフ語の対

応形にしたがって,iiia),iiib)の二つの subrulesを考えねばならない｡

iv) Bisut-:Akhad-:Bur.ト の通則には Lisua-を加えることができるが,これも

ラフ語の対応形にしたがって,二つの subrulesを設定する｡

24

23) "togive"*biy一に対するリス語 g血h-?ahは特別の対応形であり,はかに並行例がない｡ リス語
に b血h-?ah>g山h-?ahの変化があったと考えるよりはかはない.

- 24-
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iva) Lisud-:Bisut-:Akhad-:Bur.ト (Lahuト)

Lisu LahuSh呈 LahuNa

"wing" d夕h-1益 t5hla tbhla

"head" ?血h-dテh x ?athkbh

"togoout" doh-j台-?ah t〇一e-ve t6-i-1tLI

ivb) Lisud-1.Bisut-: Akhad-:Bur.t-(Lahud-)

Lisu LahuShュ LahuNa

Bur.

t〇り
＼/
へ

thwak-se

Bur.

Htodig" dテh-?ah dtlh-ve duh-1tu tu2-se

〃towearり d(bh-?ah d主h一Ve d6h-1tu ＼/

Htodrinkり d0-7ah dうh-ve dbh-1uI /㌔

なお Lisud-:Akhad-の対応例はこのほかにもあるo

Lisu Akha

〃rice-Beld'' de-mi de?i-ja =body"

HtoseverM dtH-?ah dち-tShe HbottomM

Lisu Akha

ko-a(bh mo-do

jihd6 da-?o

Rule4, Rule8.

Rule4および Rule8の弁別はビス語の対応形が stopsであるか nasalsであるかによっ

た｡このビス語の対応形を 考慮外におくと, リス語 もラフ語も Rule4,8共に同じ形で 対応

する｡

i) LisuI-: Bisug-ロー: Akhag-: Bur.ロー(Lahuロー)

Lisu LahuShi LahuNa BUT.

"I" ℃ua t)ah t)ah qa

"fish" qu良 房h 頭h l〕a2

"toborrow'' qua-?ah 由h-ve gah-1tH hりa2-se

〃five" I)ua 頭h-mah 頭h-mah qa2

明らかに同源形式と考えられるが Lisut卜:Lahuh-の対応を示す例が一つある｡

Lisu LahuShュ LahuNa Bur.

Htocryけ りuh-?ah hうh一Ve hah-1u quIISe

ii) Lisum-:Bisub-m-:Akham-:Bur.m-(Lahum-)

Lisll LahuShi LahuNa Bur.

"tobehungry" mdl-?ah me-ve m山一lu mwaトse

Heye" mla m這sih me-sih myak-t邑i
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"grass" mb m音 m mrak

"horse" ?ah-mbh mをh j王Thh mrag2

"oldperson" tshohmbh tsh5hm5h tsh6hmbh ?ulmat)2

リス語の =fire"?ah-t6h は特殊な形式で あるが,ビス語 bi-th6のあとの形態素と対応す

る｡"負re"miの分布はつぎのようである｡

LahuShi ?a一mih

LahuNa ?a-mih

BUT. mi2 010

B-Su

T-b

Ny-

.

｢~⊥･aZd

′l

′l

lヽ

m

m

m

Mar｡

地

A

bith6

me

tin ilil

"mother"Lisumah-maは,Bisu?at｢ba,Akha?a-maと対応 して,Bur.?a-mi3とは同

源異語幹形式であるcLahllShi?azeh,LahuNa?atさはどれとも対応しないo

iii) Lisun一員-:Bisud-n-:Akhan-:Bur.n-hn-(Lahun-)

Htobesickけ

りtobesoft〃

〃tobeblack"

‖thou''

Htobenearけ

りheartけ

Lisu LahuShi LahuNa B1】r.

nah-?ah nah-ve nahluユ na-Se

nもh-?ah ndh-ve nuh-a n113-se

ne-?ah nayIVe n昌一と-ve nak-se

nuh n5h n8h naモ)

n音h-?ah x n色h-a ni2-se

丘ih一ma nihmasi nihmasi hnac

Bisuhn一について設定した subruleiiib)および iv)Bisuh丘-: Akhan-:Bur.丘-

はリス語では意味をもたない｡

Lisu LahuShi LahuNa Bur.

〃day" 員ih 5nib nih ne3<niy3
日tolistenけ nanah-?ah nab-ve nah-1m na2-se

Hfinger" 1盆Ai lanをh lan6h lak丘tn2

日youngerbrother" aih-za (anayh) nih-pa-e ai

しかし,Ⅴ)Lisu丘-:Bisuh丘-:Akhaa一･.Bur.n-hり-:Lahup-が成立するo

Lisu LahuShi LahuNa Bur.

りtobeshort'' 鼓すh一軒h-?ah qEh-ve 扉h-ah nim2-se

"bird" 員益 gva q孟 hgak

なお Htosit"Lisu丘ih-td,Akhanか丘tn に対する LahuShimih-ve,LahuNamuh-1uI

は異源形式であろう｡

26 - 26-
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Rule5

Bisuk-: Akha首-:Bur.?一にあたるリス語形は Ⅴ-であるo

Lisu Bisu Akha BUT.

"needle" vb l如 k〇 la苫〇 khyup?ap

これにはラフ語 首-が対応する｡

LahuShi

"needle" ?aY6

"towin" 首畠h-ve

Hstrength" 〇-吉ah

LahuNa Akha

首G 7a一首6

首hh-1u 苫えー丘uI

6一首ah 吉良

Bur

軸

)人

指2

"door"Lisu?a-khdlhは Bur.tankha2(cf.Tib.sgo)とは同源形式であるが,Bisul的-kつ,

Akhala一首0とは異語幹形式らしいo

Rule5b として,つぎの対応例か ら,Lisu苫-:

Lisu

"topull'' 首bhlah-?ah

"tocollect" 首0-?ah

"toshake" 首6品e-?ah

"tochew" Yu-?ah

Akha苫-:Bur･r-を設定できるo

Akha Bur.

紳一員tn run2-se

苫61且u rum2-se

首舌鼓e一点tu x

首6-AuI X

なお,そのほか Lisu首-:Akha6-も少数なが ら認められる｡

Hverbsuffix" 一首uh 一丘u

HspiderM ?ah一首ama ?a-丘010-ma

Rule6

Bisukh-:Akhax-:Bur.kh一には Lisukh-を加えることができるO(Lahukh-)

Lisu

Htobebitterり khda-?ah

=smoke〃 mtlh-kh山h

Htostealり khtlh-?ah

LahuShi

khah-ve

m告h-kh5h

kh5h-ve

Rule7.

Bisug-:Akhaj-:Bur.r-には Lisuv-があたる｡

Lisu Bisu

"bone'' jihvdht6 ?at]-gaw

- 27-

LahuNa Akha

khah-a JO-Ⅹa

rhkh6h ?也Ⅹα

khbh-luI X義一丘tn

Akha Bur,

菖aj(嘉 ru 2
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このほか Lisuv-:Akha?一首-:Bur･ト の対応関係が,つぎの諸例で成立する｡

"tosell''

Htolaugh"

川water"

Htocount"

Lisu

vu-?ah

vah-菖∝h-?ah

-Ⅴdh-

vyh-ae-?ah

Akha Bur. LahuShi

?6-6tn r〇g2-se h5h-ve

?lh-丘ul ray-Se がh-ve

?th- riy 一首Th

首th-丘ul fly-Se 首〇h-ve

Rule9.

1) Lisu6-:Akhaj-1一員-: Bur.r-1-(Lahuz-h-ll

2) Lisuh-:Akha上 :Bur.hr-hト (Lahuh一首-ti-)

の対応関係が成立す る｡

1) "house"

川rain"

"tostandup''

Hwindけ

HonehundredM

Htowaitfor〟

2) "eigIlt"

りmoonH

Htoseek''

‖tobreathe''

Lisu Akha

Gih 丘Th

mlhhhah ?也-j色

hehlah-?ah

mbhGih d蓋え16

theh丘ia tija

Guh五eJah Bisuhl〇一耶

he je

hahbah bala

hll畠-?ah x

s壷 hah-?ah x

LahuShi Bur.

Z畳h im<rim?

m舌hzeh mu 2 rwa

h6-ve rap-se

mをh-h5h liy

tehhah tarya

l〇ムーve laモ)3-se

hi-mah hrac

hahpah la< hla?

tsah-ve hra-se

sva苫Sh-ve asakhru

リス語 6-は, ビルマ語の ト または r-に対応 し,h-は hr-h1- にあたるO それゆえ,

ビルマ語 "house"?im は *rim か ら (Tib.khyimく khrim?),〃moon〃laは *hlaか ら来

源 したと考えられる (cf.Tib.zla-ba)｡また, リス語 "good''Ⅹah-?ahは,ビルマ語 hla-se

に対応 して,本来 hah-?ahが正 しい形であろうO これ らに あたるアカ語, ラフ語は統一的な

形をもっていない｡

Rule10.

i) Lisuts-:Bisuts-tsh-:Akhats-tsh-:Bur.tSh-(Lahuts-tsh-)

Lisu

Htocough" tsト?ah

Hmedicine" nZehts血

〃wrist〃 1壷 tstu

28

LahuSbi Bisu Bur.

ts%h-ve tshaw一耶 t菖htH2-se

natsh舌h tsdlka t菖hiy2

1ak5hts苫h latsh血 1ak-tShac
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この無気音 と出気音の対応は明瞭ではない｡(Akhala-tsu りwrist")

ii) Lisudz-:Bisuts-:Akhadz-:Bur.t喜一(Lahuts-)

Bisuts-:Akhadz-:Bur.t5-には, リス語 dz-(ラフ語ts-)を加えることができるO

Lisu

Htoeatり dzah-?ah

HtorideM dz血-?ah

"topierce" dzdl-?ah

"plant" dzah

HtohaveM dzohJah

LahuShi Akha BUT.

tsah-ve dza一尺u t菖a2-se

tsih-ve x t菖i2-se

x (tsb一丘tLl) 蛸u2-se

tsah x t菖a3-pa2

tsSh-ve dZ6-6uI X

そのほか "thorn''Lisuj王hkahdztHh:LahuShia-tshtlh:Bur.tShu2-pag の リス語

形は,もともとは tshtuhであろう.

iii) Lisutsh-:Bisutsh-:Akhatsh-:Bur.t菖h-(Lahutsh-)

Lisu Akha LahuShi BUT.

HearthM mih-tshah mi-tsha 〉く ×

Hmortarけ tsh血hkhdh thantshrh tshもh-mえ ー菖hum

"person" 1ahtsh6h tsh6-ha tsh5h x

iv) Lisukhj-tsh-:Bisutsh-:Akhats-:Bur.t菖h(Lahutsh-)

Lisu Akha24) LahuShi Bur.

"deer" khjeh tse tsh芭h tShat

"tospeak" khjdeh-?ah x x t邑hu工2-se

"tojoin" tshah一首tuh tsha一員u tsh言h-ve t弘ak-se

"goat" まh-tshi (kト) ahtshih t菖hit

Rulell.

｢ビス語の系統｣では Rulell i)および ii)を,ビス語の対応形がkhj-であるか t菖h-

かによって分けた｡ リス語を中心とした場合,この区別は,とくに意味をもたない｡

i) Lisukj-:Akhakh-,t菖h-:Bur,khy-(Lahuk-ts-)

Lisu Akha LahuShュ Bur.

"fence" b(£hkj(王 ja-kh血 koh khram

"tobesour" kjyh-?ah jo-t菖he tseh-ve khya五一se

24) アカ語は "deer"に tseとtshiの2形式があるが,母音の対応関係からみると,tseのほうが正
しいと考えられる｡
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"toboil" kjahJah x tsah-ve khyak-se

Hblind" miakjd! × myEtS丘 ×

iia) Lisukh上 :Akhakh-t菖h-:Bur.khy-(Lahukh-tsh-)

Hnavel〃

〟excrementM

"to w eigh''

"to besharp''

〟crossbow け

Lisu Akha

khj芸 dtlh tSha tan

khji dokhi

khje-丘i -?ah x

kh j(嘉一?ah jo-t菖h色

khjih (ka)

LahuShュ Bur.

× khyak

5kh丘h khiy2

tsh苫h-ve khyaて)31Se

tsh喜一ve khywan3-se

kha x

iib)Lisutsh-:Akhat菖h-:Bur.khy-(Lahukh-tsh-)

〃tobesweet'' tshih-?ah jo-tShcb

"six'' tshb (ko)

"horn" jih?bhtshtH ?at菖h(去

iii) Lisugj一:LahuShik-:LahuNak-

"water" jihgJa akま

最後の例は,Bisu,Akha,BUT.ともに対応形をもたない｡

Rule12.

tshYh-ve khyuユーSe

kh3V一mah khr〇k

5kh5 u2khytLI

jik芸

i) Bisus-:Akhas-:Bur.S一には Lisus-(Lahus-)を

ii) Bis11菖-:Akha善一:Bur.S-には Lisu善一(Lahus-)を加えることができる｡

i) "tooth"

〃nail〃

HfruitM

〃tokill''

HvoICe〃

ii) "blood"

りtodieH

HnewM

30

Lisu Akha

s血h-tshtu s首

1盆 Sとh las写り

slb-stilh ?a-Si

sehJah sとー丘tu

jih-S盆 thesa

jih一菖i 菖i

菖i-?ah 菖i-aul

jih菖i jo-菖血

LahuShi Bur.

× swa2

1asihkd 1aksa丘2

5-sih a-si2

× sat-se

X a-sam

5-S%h suy2

S7fh-ve sly-Se
ノヽ ′ヽ
〇-S首 SaC

そのほか iii)Lisux-:Bisu善一:Akha菖-:Bur,S-(Lahus-)がある.

- 30-



西田 :リス語比較研究

Lisu Akha

日月esh" jihxtla 蓋えd2i

`̀ironM Ⅹo 菖血

LahuShi Bur.

うーsdh a-sa2

soh sam

Rule13.

i) Bisuj-:Akhaj-: Bur.y一には,Lisuz-j-(Lahuz-)があたる｡

Lisu Akha

"totake" zut産山-?ah jd-atLI

りtosleep'' jih-tA ju一丘tu

LahuShi Bur.

zGh-ve yu-se

zち-Ve ?ip-se< ylp

Lisu"totake"zu-は,もともと *ju-であろうo

ii) Bisuw-: Akhaz-j-:Bur.W一には,Lisuv-があたる｡(Lahuv-)

Lisu Akha LahuShi BUT.

"pig" ?ah-ve ?a-za va wak

"toblly" vuJah zlh-atu v壬h-ve way-Se

Hclothes'' vihtshi x vTkAh a-wat

"flower" silhweh abbje s音 Ⅴさ ×

なお iii)Lisu首-:Bisuv-:Bur.W-(Lahuv-)の対応関係がつぎの例に見 られる｡

Lisu Bisu LahuShi BUT.

iii) "tobefar" ¥lhhJah v%-gE Vih-ve wly2-se

"lefthand" 1壷 ythh )く ＼ 1akway2

Rule14.

i) Bisuj-: Akhaz-: Bur.S一には,Lisuz-(Lahuz-)があたる.

Lisu Akha

Hchild〃 zah za

Hsheep'' ?ah-zoh ＼/ノ

りpillar" zuJkhu xo-Z写

りtouse" j(bh-?ah zrh-auI

つぎの2例もこれに属するのであろうか｡

"urine"25) ztilthy ?i-菖til

Hwlne" zulh-phをh d2iba

25) この nurine"ほ,前稿では rule13に入れた｡

一一31--

LahuShi BUT.

tshうhzah sa2

Zうh一芸 stu2

＼/ ′㌔

Z丘h-ve sum2-se

Z舌h一首Th siy2

Z言h siy
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ii) Bisuhj-:Akhaj-:Bur.t菖h一には,Lisuh-(Lahuz-)があたる｡

Helephant'' ha一ma ja-ma zah-mah t菖hat)2

さきに掲げた〃tofish"は リス語では別の形態素 miaJahが使われ,これはビルマ語 hmya2-

seに対応する｡

Rule15.

Bisuhト :Akha仁 :Bur.kr-y-とした形態素には, リス語 j-が対応する｡

Lisu Bisu Bur. LahuShュ

"hen" ?a-jdhma hja krak 首a-mah

りrighthand'' lieja (1ahma) lak-ya la-sah

(cf."field"Bisuhjま:Akhaja:LahuShihah:Bur.ya)

つぎの Lisu首-:Bur･y-の対応をもつ単語は異源形式であろうか.26'

Lisu BUT. LahuSki Bisu

…tofan" 首d!h-?ah yab-se pheh-ve pj和一耶

"fan" 古壷h-duh yabt叩 phehttlh pj的wi

ii) Lisuh-?-: Bisuh-･.Akhah-:Burkr-khr一にはつぎの例がある｡

Lisu

〃ratり ?a-h差h

〃towitherM hah-?ah

"tobebig'' ?tlh-?ah

ラフ語 Hrat''fa-は *hwa> f-である.

Akha LahuShi BUT.

ho-t弘 f昌tshah krwak

x 首u-Ve khr〇k-se

jo-h血 ?ih-ve kri2-se

Rule16.

i) Bisu1- :Akhal- : Bur.ト および ii)Bisuhト : Akhaト :Bur.hト には

Lisuト (Lahu1-)を追加できる｡

Lisu

i) "hand" 1あ ph差!h

Htocome'' lah-?ah

ii) Htowarm" 1∝h-7ah

"tongue'' 1aht菖hα

32

Bisu LahuShi Bur.

lal血q lak5h lak

lA一口E lab-ve la-se

h158-耶 1邑h-ve hlum-se

m主nhla hahlib hlya

26) "fan"Bur.yapはTib.yab-moとよく対応するのに,何故ロロ･ビルマ語系の言葉でさまざま
な音素形式をとるのかわからないOそのほか Akhab0-7u,LahuNaph血htdhがある0
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そのほか Lisu1-:Bur.1-につぎの対応例がある｡

"tobelight(notheavy)"

"tobeheavy"

"tobeenough''

Hboatり

`̀tostirけ

りtolick"

Hbow''

Lisu16h-?ah: Bur･1at]2-se

lih-?ah: liy2-se

16h-?ahI. 1〇k-se

t菖uh-1ih. hliy

l(モJah: hlup-se

l山一?ah: lyak-se

loh-p音h: 1ag21iy2

Rule17.

Bisul-:Akha1-.BUT.C1-にも Lisuト が あたる (Lahuト h一)0

Lisu Akha LahuShュ Bur.

"tiger" lah-ma xala ldh(LahuNa) kyaZ< kla2

日stone" 16hdihpdh xalo h〇h一m主h ky〇k<kl〇k

"grandson" 1ih-pa ?a-1i 5-h5-E mriy2< mliy2

以上,｢ビス譜の系統｣において提出したビス語,アカ語,ビルマ語の親属関係を証明する rule

lから17にしたがって, リス語の対応形式を求めた｡ その結果, リス語については,rule

4と8の区別が 無意味になり,そのほかの rulesには, い くつかの subrulesを認めること

になった｡また "snake"のように,さきにあげた対応関係が誤 りであることが わかる例も出

てきた｡ Rule17の中で Bisu?u-1的,Akhaa-10,Bur.mluy としたのは実は誤りで, ビル

マ語形 mluyはビス語 とアカ語に共通する 1軸 に対応するのではなくて, ビス語の ?uにあ

たることが リス語およびラフ言吾形を比較することによって明らかになった｡この関係を書き改

めると,つぎのようになる｡

Bisu

Akha

Bur.

Lisu

?u-1的

?a-lo

mluy

fuh

LahuShi vih

LahuNa vGh (cf.Tib,sbrul,Kachinla'ptlu)

リス語の fuh,ラフ語の vTh～vGhはビルマ語の 11uy(Tib.-rut)に対応する｡ リス譜 f-は

hw-よりの変化形であり,h-は共通形式 C1-に対する規則形であるから, リス語の fuhが

BUT.mluyに対応することは十分証明できる｡(cf.Rule9.2および上掲 "rat","torelease"
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Lisufu-7ah:Bur.hlwaトse参照)0

ここで, リス語の子音の性格を総括的に考察 しよう｡対応通則 1-17の中で,もっとも重

要な点は,voiceless:voicedの対応と,unaspirated:aspiratedの対応である｡前者の関

係では, リス語が,ビス語ともアか語とももちろんビルマ語とも違った性格をもっている｡

この四つの言葉の間の対応関係は,Stdpsと affricatesの子音について,つぎのようになる

のが原則である｡

Lisu Bisu Akha Bur.

1) voiceless voiceless voiceless voiceless

2) Voiceless voiceless voiced voiceless

3) voiced voiceless voiced voiceless

前稿で,私は 1)の共通形式に voicelessを,2)3)には voicedを設定 した｡ この設定を

訂正する必要はないが,リス語において 2)と 3)に分裂する条件,換言すると, リス語 で

voicedから voiceless-の変化が,一部の形態素でおこった条件はいまはわからない｡その

うえ,ラフ語形を考慮すると,3はさらに2分化される｡これらの問題は,ここで対象とした

言葉のみでは解決できないし,対象を拡げると,問題はもっと複雑になるであろう｡

無気音と出気音の対立は, リス語の kj-と affricatets-tsh-で混同が おこるほかは,一

般によく保たれている.(cf.Rulell)

リス語には,ビス語やアカ語がもたない変化の特徴が二,三ある｡まず ト にはじまる形式

は,リス語で i)1->1-,ii)ト> 6-の二つに分化したO後者は,h1-hr->h-と並行する有

声音の系列である｡これと類似する現象がラフ語にもおこっており, リス語 ラフ語を,アカ語

ビス語と別の subgroupとする根拠の一つになる｡(cf.Rule9および 16)

いま一つの特徴として, リス語 首-Ⅴ-をとりあげよう｡ これは,ビルマ語 r-W-とつぎの

関係になる｡ リス語の Ⅴ-はビルマ語の W-とも r-とも対応 し, ビルマ語の W-は, リス

語の Ⅴ-とも 計 とも対応する. リス語の 首-,ビ

Lisu Bur.

Ⅴ- W-
-一 ･
.了＼
¥- r-

34

ルマ語の r-も同様である｡これらの対応例の初頭

音はおそらく一つの共通形式で代表 できるであろ

う｡これに一例 "needle''Lisuvo:Bur.?apが

加わる｡しかし,"針"はもともと *rapであった

ことは,ロ口語との対応から証明できる｡

"針" "家'' =骨" ‖喉" "得る"

Nyilolo 首ち22 耶 22 苫u ll l記 33苫ul ll YCL22

Ahilolo o44 0 44 苫 11 1e22ち 21 044
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Bur. ?ap< *rap ?im< *rim a-ruZ2 1a丘Ikhrつり ra3

Tib. khab khyim rus

リス語やロ口語のように形態素形式が短かい言葉では,対応関係の並行性を求めることは極

めてむつかしい｡それだけに,このようによく並行する関係を示す形態素は,より大きい証明

力をもつことになる｡

共通態の子音音素結合は, リス語では,つぎにあげる四つのタイプのいずれかになる｡

1) 副次音を保存する.*ky-,pr-,khy-,by-,my-,hmy-,ry1

2) 音素結合が affricateに変わるC *khr-,gr-

3) 主核音を脱落させて,副次音を主核音とする｡*k1-,m1-

4) 副次音を脱落させる｡*kr-,phト,phr-,bト,br-,mr-,ly-,hly一

例 1) 上掲 *ky-> kj-"tofall",*pr-> pj-"toshow",*khy-> khj-"navel",*by->

bi-"bee'',*my->mi-"many"a-mya2> a-miah,*hmy-> mi"to丘sh",*ry-> hi-

Hhundred"

2) *khr-> tsh-"foot",*gr-> dz-"tohear"

3) *kl一二>ト "tiger'', *mL> ト "grandchild"

4) *kr-> k-"star",*ph1-> ph-"white",*phr-> phJ'tountie",*bl-> b-"taro",

*br-> b-"tobefull",*mr-> m--"tobehigh''mrag3-se> mo-?ah,*1y-> 1-"to

lick",*hly-< ト "tongue"

*py一,*pl-,*khl-,*phy一,*hmト,*hmr-の リス語の対応形は不明である｡

私は,前稿においてたてたこれらの Rulesの指標形式と それから推定 した共通態の 子音体

系を,今の段階で改める必要があるとは思わない｡ リス語 もビス語 ･アカ語 .ビルマ語 (そし

てラフ語)と同じ共通態の体系から来源 したものと考えている｡そして,以上の比較研究によ

って, リス語の子音形式の来源形がいちおう明らかになったが,ここに提示 した例は, リス語

の単語全体の中 の一部分であって,なお来源のわからない形態素が多 くのこっていることも付

け加えておきたい｡それらがいかなる性格をもつものであるかはあとの章において再び述べて

みる｡
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